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1
9
8
0
年

代

初

頭
、
工
場

に
導

入
さ

れ

始

め
た
産

業

用

ロ
ボ

ッ
ト
に
対

し

、
日

本

で

は
現

場

従
業

員
が
各

ロ
ボ
ッ
ト
に
愛

称

を
付

け
た
と
い
う
。
ア
ー
ム
を
持

つ
機
械

に
過

ぎ
ぬ

産

業

用

ロ
ボ

ッ
ト
を

人
格

化

し
た

の
は
、
欧

米
で
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

そ

う
言

え
ば

、
『
2
0
0
1
年

宇

宙

の
旅

』

か
ら

『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
に
至
る
ま
で
、
ハ
リ
ウ

ッ
ド
系
映

画
に
は
A
I
(人

工
知

能
)
を
人

間

に

敵

対
す

る
存

在

と
し
て
描

く
も

の
が
多

い
よ

う

だ

。
彼

我

の
違

い
に
は
、
人

間

と

そ

れ

以

外

を
峻

別

す

る

西
欧

的

思

考

と
、
人

間

も

世

界

の
一
部
と

見
な
す
東

洋

的
思

考
と

の
相

違

が
あ

る
か
ら
か
も

知

れ
な

い
が

、
そ

れ

以

上

に
、
日
本

に
は

｢
鉄

腕

ア
ト
ム
｣
の
存
在

が

あ

っ
た
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
デ
ビ
ュ
ー
は
1
9
5
1
年

か
ら

『少

年
』

に
連

載

さ
れ
た

｢
ア
ト
ム
大

使

｣
、
地

球

へ
の

移

住

を
求

め
る
宇

宙

人

と
地

球

人

の
争

い

の
調

停

役

を

、
そ

の
ど

ち

ら
で
も

な

い
ア
ト

ム
が

担
う

話
。
進

駐

軍

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ギ

ャ
ッ
プ
を

体

験

し
た
手

塚
が
、
異
文

化

と

の
共

生

の

可
能

性

を

探

っ
た
作

品

と

言
え
る
。

異
者

と

の
接

触

と
対
立

、
そ
れ
を
越

え

た

共

生

は
可

能

か
、
と
い
う
問

い
は
、
S
F
、
サ
ス

ペ
ン
ス
、
少

女

モ
ノ
、
青

年

モ
ノ
な

ど

様

々
な

ジ
ャ
ン
ル
を

間

わ
ず

、
手

塚

作

品

に
共

通

す

る
テ

ー
マ
の

一
つ
だ

、
と
私

は
考

え
て
い
る
が
、

対

立

項

を

調

停

で
き
る

の
は
第

三
の
存

在

か
も

知

れ
ぬ
と

い
う
手

塚

の
示
唆

が

、
既

に

ア
ト
ム
第

一
作

で
示

さ
れ
て
い
る
。
当

初

は
機

械

然

と
し

て
い
た
ア
ト
ム
大

使

に
人
気

が
出

て
、
あ

ら
た
め

て
心

を

持

つ
少

年

ア
ト
ム
を

主

人
公

と
す
る
作

品
群
が
68
年

ま
で

『
少
年
』

に
書

き
続
け
ら
れ
、
手

塚

の
代

表
作

の
一
つ
と

な
っ
た
。

そ
れ
は
、
戦
争

と

平
和

、
善

と
悪

、
理
想

と

現
実

、
科
学
と
呪

術
、
文

明
と
未

開
、
希

望
と

挫
折

な
ど

多

く

の
対

立

項

を

含

ん
だ
壮

大

な
物

語

だ
が

、
ア
ト
ム
は
、
こ
れ
ら
対

立

項

に

立

ち
向

か
い
な
が
ら
、
悩

み
、
怒

り

、
悲

し
む
。

少
年

の
代

役

と
し
て
作

ら
れ
た
が
捨

て
ら
れ
、

怪
物

の
よ
う
な
能

力

を
持

つ
自

分

は
何
な

の

か
、
と
自

身

も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ

ス
に
悩

み
、
遂

に
は
人

間

と

も
対

立

す
る

ア

ト
ム
に
、
私

た
ち
読

者
は
驚

く
と
と
も

に
、
単

な

る
正
義

の
味

方

で
は
な
い
ア
ト
ム
の
弱
さ

に
惹

か
れ
、
人

間
た
ち
と

ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
そ

れ

ぞ

れ
の
悲

し

み
に
涙

す
る
。
と
同

時

に
私

た

ち
は
、
多

く
の
対

立

項
が
か
ら
み
あ
っ
た
複

雑

な

世

界

で
、
対

立

す

る
二
項

の
ど

ち
ら
か
に

与

す
る
こ
と

の
切
な

さ

・
虚
し
さ
を
知

り
、
相

対

化

の
視

点
が
共

生

の
ヒ
ン
ト
で
は
な
い
か
、

と
気

付
い
た
と
思
う
。

さ
ら

に
言

え
ば

、
連

載
当

初

の
科
学

信

仰

と
未
来

志
向

は
、
長

い
連

載

期

間
中

に
色

あ

せ
、
核

開

発
競

争

や
公
害

な
ど

科

学

技

術

へ

の
批

判

が
高

ま

っ
た

60
年

代

の

｢
異

議

申

し

立
て
｣
を

反
映

し
て
、
物

語
や

ア
ト
ム
の
立

ち

位

置

も
変

化

し
て
い
く
中

で
、
科

学

技

術

を

相
対

化

す

る
視

点

に
も

、
読

者

は
目

を
開

か

れ
た
に
違
い
な
い
。

日
本

の
ロ
ボ

ッ
ト

工
学

を

切

り
開

い
て
き

た
研

究

者
や
技

術

者

の
方

々
の
ほ
と

ん
ど
が

｢
鉄

腕

ア
ト
ム
｣
を

目

標

に
し

て
き

た

、
と
語

る
の
を
聞

く

と
き

、
多

文

化

共

生

社

会

に
お

け
る
ロ
ボ
ッ
ト
を

構

想

で
き

る
の
は

、
彼

ら
ア

ト
ム
の
申

し
子
を

お
い
て
な

い
の
で
は
、
と
私

は
思

っ
て
い
る
。
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